
1 解答一覧

第１問

問題 アイ ウエ オ カ キク ケコ,サ,シ,ス,セ ソ タ

解答 1,0 0,4 2 2 1,3 -2,3,2,6,2 2 7

問題 チ ツ テ ト ナ ニ

解答 1 5 2 1 2 2,3,4,5

第２問

問題 ア イ ウ,エ オカキ クケコサ シスセ ソ

解答 0 2 1,3 575 9,4,7,2 500 4

問題 タチ ツテ ト ナ ニ ヌ

解答 3,3 18 1 0 1,4,5 3

第３問

問題 アイウ エ オカキ クケ コサ シスセソ タ チ ツ

解答 200 5 025 24 20 0013 4 4 4

第４問

問題 ア イウエ オ カキ クケコ サ シ スセソ タチツ

解答 4 2,3,4 6 3,8 2,3,4 3 0 -4,1 3,4,1

問題 テトナニヌ

解答 2,3,2,4,8

第５問

問題 アイ ウエ オカ キクケコ サシ スセソ タ チツ テ

解答 1,2 1,2 2,3 2,3,2,3 1,2 -1,3 1 90 1
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2 解法

第１問

[1]

(1) 線分 OPは x軸とのなす角が θであることから

P(1 : cos θ,0 : sin θ)と表せます。

また、 ̸ AOQ = θであることから Q(q1, q2)とおくと

−q2 = cos θ, q1 = sin θが成り立つことから

Q(0 : sin θ,4 : − cos θ)と表せます。

(2) Oから線分 AQにおろした垂線の足を Hとおくと

l = 2AH = 2 ·OA · sin θ

2
= 2 sin

θ

2
がわかります。

θ
2

O

A

Q

H

このグラフは 0 ≤ θ ≤ 4π で考えるとこの図のようになりますので

0 < θ < πでは2の形が最も適当といえます。
l

θ2π
4ππ

2

O

[2]

(1) x3の項,x2の項,xの項,定数項は微分するとそれぞれ x2の項、xの項、

定数項、0となります。
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ということで 3次関数の導関数は2次関数となります。

また f(x)は x = −1, 3で極値をとることから f ′(−1) = f(3) = 0とな

りますので因数定理により

f ′(x)は(x+ 1)(x− 3)で割り切れることがわかります。

(2) (1)と x = −1で極小をとることからある負の実数 aを用いて

f ′(x) = a(x+ 1)(x− 3)と表せます。

(x+ 1)(x− 3) = x2 − 2x− 3と表せることから

f(x) =
a

3
x3 − ax2 − 3ax+ 2とできます。

f(−1) = −4

3
ですので −a

3
− a+ 3a+ 2 = −4

3
です。

これを解くことで a = −2がわかります。これは a < 0をみたしますの

で条件に合致し、よって

f(x) = −2

3
x3 + 2x2 + 6x+ 2と求められます。

(3) グラフはこの図のようになりますので実数解は 3個であり、負の解は

2個とわかります。
y

x-1
3O

また S =
∫ b

a
(−f(x))dx, T =

∫ c

b
f(x)dxがわかりますので∫ c

a

f(x)dx =

∫ b

a

f(x)dx+

∫ c

b

f(x)dx

= −
∫ b

a

(−f(x))dx+

∫ c

b

f(x)dx = 7 : −S + T

がわかります。

[3]

(1) loga bとは ax = bをみたす実数 xのことです。

ということで 10log10 2 = 2ですので 10x = 2となる xは

log10 2 = 1 : 0.3010となります。

すなわち 100.3010 = 2ですのでこの式の
1

0.3010
乗を計算すると(

100.3010
) 1

0.3010 = 2
1

0.3010 より 2
1

0.3010 = 10がわかります。

すなわち 2x = 10となる xは5:
1

0.3010
となります。

(2) (i) 対数ものさしにおいて 3の目盛りは 1の目盛りから右に log10 3、

4の目盛りは 1の目盛りから右に log10 4だけ離れたところに書か
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れます。

ということで 3の目盛りと 4の目盛りの間隔は

log10 4− log10 3 = log10
4

3
< log10 2ですので

2:1の目盛りと 2の目盛りの間隔より小さいことがわかります。

(ii) 対数ものさしBにおいて 1の目盛りと bの目盛りの間隔は log10 bだ

けありますので、aの目盛りは 1の目盛りから右に log10 2+log10 b

だけ離れた位置にきます。

log10 2 + log10 b = log10 2bですので真数を比較して1:a = 2bがわ

かります。

(iii) 対数ものさし Cでは cの目盛りは 0の目盛りから左に c log10 2だ

け離れた位置にきます。

c log10 2 = log10 2
cですので真数を比較して2:d = 2cがわかります。

(iv) 対数ものさしAの目盛り aと対数ものさし Bの目盛り 1を合わせ

ると対数ものさし Bの目盛り bと対数ものさし Aの目盛り abが

重なります。

1 b

1 a ab

逆に考えると対数ものさしAの目盛り aと対数ものさし Bの目盛

り abが重なっている場合対数ものさし Bの目盛り 1と対数もの

さし Aの目盛り aが重なっている、ともいえます。

また、対数ものさしAの目盛り aと対数ものさし Cの目盛り 0を

合わせると対数ものさし Cの目盛り cと対数ものさしAの目盛り

a2c が重なります。

0 c

1 a a2c

ということで、この方法では加減法 (選択肢の 0,1)ができません。

他の操作は以下のようにして実行することができます。

2:Aの目盛り 13と Bの目盛り 1を合わせ、Bの目盛り 4の位置に

くる Aの目盛り (52)を読み取る

3:Aの目盛り 63と Bの目盛り 9を合わせ、Bの目盛り 1の位置に

くる Aの目盛り (7)を読み取る

4:Aの目盛り 1と Cの目盛り 0を合わせ、Cの目盛り 4の位置に

くる Aの目盛り (16)を読み取る
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5:Aの目盛り 1と Cの目盛り 0を合わせ、Aの目盛り 64の位置

にくる Cの目盛り (6)を読み取る

ということで実行できるものは2,3,4,5となります。
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第２問

[1]

(1) (i) 摂取したエネルギーは 200x+300y(kcal)であり脂肪は 4x+2y(g)

ですので

エネルギーの条件から0:200x+ 300y ≤ 1500

脂質の条件から2:4x+ 2y ≤ 16がわかります。

(ii) それぞれを検証しましょう。

0:200x+300y = 1500, 4x+2y = 10ですので条件①②をともに満

たします。

1:200x+300y = 1000, 4x+2y = 20ですので条件①を満たし条件

②を満たしません。

2:200x+300y = 1100, 4x+2y = 18ですので条件①を満たし条件

②を満たしません。

3:200x+300y = 1200, 4x+2y = 16ですので条件①②をともに満

たします。

したがって正しいものは1,3とわかります。

(iii) 2つの条件から食べられる量を表す領域はこの図の着色部となり

ます。

200x+ 300y ≤ 1500

4x+ 2y ≤ 16

y

x
9
4

7
2

O 9
4

7
2

O 9
4

7
2

O 9
4

7
2

O 9
4

7
2

O

このとき 100x+ 100yが最大となる場合は

200x+ 300y = 1500, 4x+ 2y = 16を満たす点となります。

この関係式からx =
9

4
, y =

7

2
がわかり食べられる量は最大で

100 · 9
4
+ 100 · 7

2
= 575gとわかります。

また、小分けにできない場合に食べられる量の組はこの図で点が

打たれている部分となります。

これらの点のうち 100x + 100yが最大になる点は x + y = 5とな

る場合、すなわち 100 · 5 = 500gとなる場合で、考えられる (x, y)

の組は (3, 2), (2, 3), (1, 4), (0, 5)の4組となります。
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(2)
3

3

x

y

O

花子さんが設定した条件 (100x+ 100y ≥ 600, 200x+ 300y ≤ 1500)を

みたす領域はこの図の着色部であり、小分けにできない場合ではこの図

の点が打たれている部分となります。

この図から脂質 (4x + 2y)が最小になる場合は x = 3, y = 3すなわち

Aを 3袋、Bを 3袋食べる場合であり、脂質は 4 · 3 + 2 · 3 = 18g摂取

することになります。

[2]

(1) Aの座標を (p, q)、Pの座標を (t, t2)とするとMの座標は
(
p+ t

2
,
t2 + q

2

)
となります。

(i) Aの座標が (0,−2)のときMの座標は
(
t

2
,
t2

2
− 1

)
となります。

x =
t

2
, y =

t2

2
− 1とおくと t = 2xなので1:y = 2x2 − 1がわかり

ます。

(ii) Aの座標が (p,−2)のときMの座標は
(
t

2
+

p

2
,
t2

2
− 1

)
となりま

す。

(i)と比較すると x座標が
p

2
だけ加算されていることがわかりま

す。

したがってMの軌跡は (i)の軌跡を x軸方向に0:
1

2
pだけ平行移動

させたものとわかります。

(iii) Mの軌跡と y = x2 のグラフが共有点をもつとき、Mがこのグラ

フ上にくるような tが存在することになります。

Mが y = x2 のグラフにくる場合
t2 + q

2
=

(
p+ t

2

)2

が成り立ち

ます。

これを整理すると t2 − 2pt+ (2q − p2) = 0がわかります。

さらに平方完成して (t− p)2 = 2(p2 − q)となります。この状態で
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検証しましょう。

q = 0のとき (t − p)2 = 2p2 ですので p = 0ならば t = 0、p ̸= 0

ならば t = (1 ±
√
2)pのときにMが y = x2 のグラフ上にくるこ

とがわかります。

ということで選択肢 0は誤り (p = 0のとき 1個である)、選択肢

1は正しい、選択肢 2は誤り (0個の場合はない)とわかります。

他の選択肢については、

3:q < p2 のとき p2 − q > 0より t = p ±
√
2(p2 − q)のときMが

y = x2のグラフ上にくることから、共有点はつねに 2個となりま

す。したがって誤りです。

4:q = p2のとき p2− q = 0ですので t = pのときのみMが y = x2

のグラフ上にきます。したがって共有点はつねに 1個なので正し

いです。

5:q > p2 のとき p2 − q < 0です。tが実数のとき (t − p)2 ≥ 0よ

り (t− p)2 = 2(p2 − q)をみたす tは存在しません。したがって共

有点はつねに 0個なので正しいです。

したがって、正しいものは1,4,5とわかります。

(2) 線分 OQの中点の軌跡を考えましょう。点 Qが固定されているとき、

中点を求める式を考えると

A1Qの中点は OQの中点より左側にきます。

また、A2Qの中点は OQの中点と比べ y座標が小さくなります。

B1 B2

B3

他も同様に考えることで、線分 OQの中点が描く軌跡は中央の円であ

るとわかります。

Qの座標を (x, y)とおくと線分OQの中点の座標は
(x
2
,
y

2

)
となります

ので軌跡から
(x
2

)2

+
(y
2

)2

= 4が成り立ちます。

この式を 4倍することで C の方程式は3:x2 + y2 = 16であるとわかり

ます。
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第３問

(1) 読書をしない人数の比率は二項分布 B(400, 0.5)に従うことから、期待

値は 400 · 0.5 = 200人といえます。

また標準偏差は
√
400 · 0.5 · (1− 0.5) = 10となります。

読書をしない人数を変数X で表すと、標本のうちで読書をしない比率

は
X

400
と表されます。この

X

400
を新しい変量 Y で表すと Y の平均と

標準偏差は
1

400
倍となります。ということで

Y の平均は
200

400
= 0.5、標準偏差は

10

400
= 0.025となります。

(2) (i) 今度は読む人数の分布を考えます。ある分布から変量Xをとると変

量の平均は分布の平均に等しく、変量の分散は分布の分散の
1√
N
倍

に等しくなりますのですなわち平均 24分、標準偏差は
σ√
400

=
σ

20
の分布に従います。

(ii) σ = 20のとき標本平均の分散は
40

20
= 2となりますから標本平均

の分散を σ′ とおくと 30 = 24 + 3σ′ が成り立ちます。

ということで正規分布とした場合平均が 30分以上となる確率は

0.5 から分布表で z0 = 3.00 のときの面積を引いた値、すなわち

0.5-0.4987=0.0013となります。

また、およそ 0.1587 となる値を正規分布表から考えると、表に

0.1587はありませんが 0.5-0.1587=0.3413は z0 = 1.00のときの

値としてみつかります。

ということは母集団の平均から標準偏差以上 (もしくは以下)離れ

るような確率を探すということになります。

すると「標本平均が母集団の平均から標準偏差以上離れる」とい

うことが4:標本 400人の読書時間の平均が 26分以上と表現される

とわかります。

他の選択肢については、

0,1:無作為抽出する、ということは母集団の分布が関係しますが、

現在正規分布と仮定していませんので不適切です。

2,3:現在母平均は 24分と仮定していますので、選択肢 2が成立す

る確率は 0、選択肢 3が成立する確率は 1といえます。

(3) (i) 信頼度 95%の信頼区間を作るには面積が
0.95

2
= 0.4750となる z0

の値を探します。すると z0 = 1.96がみつかります。

信頼区間で用いる標準偏差は
σ

20
ですので信頼区間は

5 : X − 1.96× σ

20
≤ m ≤ X + 1.96× σ

20
となります。

(ii) 母平均 m に対して標本を抽出したときの信頼度 b の信頼区間が
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A ≤ m ≤ Bである、ということは、「標本から得られた値A,Bに

おいて母平均が A ≤ m ≤ B をみたす可能性が bである」といえ

ます。これをこの問題の調査でいえば

4:大きさ 400の標本を 100回無作為抽出すれば、

そのうち 95回程度は信頼区間がmを含んでいるといえます。
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第４問

(1) (i) 対話から an+1 = 3an − 8を an+1 − k = 3(an − k)に変形する、と

いうことですから、前後の式が同じになるように kの値を設定す

ることになります。

an+1 − k = 3(an − k)を展開して整理すると an+1 = 3an − 2kで

す。

すなわち定数項を比較して 8 = 2kですのでk = 4がわかります。

(ii) ということで an+1 − 4 = 3(an − 4)がわかり、{an − 4}は公比 3

の等比数列だとわかりました。

a1 − 4 = 2ですので an − 4 = 2 · 3n−1 です。

すなわちan − 2 · 3n−1 + 4とわかります。

(2) (i) 花子さんが b2 = 10と求めてくれていますので、p1 = 10− 4 = 6

と計算できます。(ちなみに b3, b4 も正しく求めています)

(ii) 階差数列を求めたいですので、2式目を作って差分をとるとよい

でしょう。

漸化式のnをn+1に置き換えることで bn+2 = 3bn+1−8(n+1)+6

が得られます。

これから bn+1 = 3bn − 8n+ 6を引くことで

bn+2 − bn+1 = 3(bn+1 − bn)− 8すなわちpn+1 = 3pn − 8が得られ

ました。

(iii) ということで {pn}の漸化式は問題 Aの漸化式と完全に一致しま

した。ということで pn の一般項は an の一般項と等しく、

pn = 2 · 3n−1 + 4とわかります。

(3) (i) 今度は問題 Bを問題Aと同様に解いてみよう、ということになっ

たようです。bn+1 は bn に nの 1次式を加算していますので、n

の 1次式をうまく設定するとできそうです。ということで左辺に

(n+ 1)の式、右辺に nの式を入れて

3:bn+1 + s(n+ 1) + t = 3 (0 : bn + sn+ t)を考えることができま

す。

(ii) 展開して整理すること bn+1 = 3bn + 2sn+ (2t− s)とできます。

nの係数と定数項を比較することで 2s = −8, 2t− s = 6がわかり

ますのでs = −4, t = 1と求められます。

(4) (2)の方法で計算すると

bn = b1 +

n−1∑
k=1

pk = 4 +

n−1∑
k=1

(2 · 3k−1 + 4)

= 4 + 2 · 3
n−1 − 1

3− 1
+ 4(n− 1)
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とできます。また、(3)の方法で計算すると

b1 − 4 · 1 + 1 = 1より bn − 4n+ 1 = 3n−1 がわかります。

どちらの方法でもbn = 3n−1 + 4n− 1と求められます。

(5) (2)(3)の方法を応用することを考えます。

(2)の方法では階差数列を考えましたのでまずは qn = cn+1 − cnを考え

ます。

c2 = 30より q1 = 14であり、cn+2 = 3cn+1− 4(n+1)2− 4(n+1)− 10

を考えると

qn+1 = 3qn − 4(2n+ 1)− 4すなわち qn+1 = 3qn − 8n− 8がわかりま

す。

さらに rn = qn+1 − qn を考えます。

qn の漸化式から q2 = 26ですので r1 = 12であり、

qn+2 = 3qn+1 − 8(n+ 1)− 8を考えることで rn+1 = 3rn − 8がわかり

ます。

ということで rn+1 − 4 = 3(rn − 4)となり rn = (12 − 4) · 3n−1 + 4 =

8 · 3n−1 + 4がわかりました。これより

qn = q1 +

n−1∑
k=1

(8 · 3k−1 + 4)

= 14 + 8 · 3
n−1 − 1

3− 1
+ 4(n− 1) = 4 · 3n−1 + 4n+ 6

がわかり、これより

cn = c1+

n−1∑
k=1

(4·3k−1+4k+6) = 16+4· 3
n−1 − 1

3− 1
+2n(n−1)+6(n−1)

と計算できます。また、(3)の方法を応用すると

cn+1 + x(n+ 1)2 + y(n+ 1) + z = 3(cn + xn2 + yn+ z)と変形するこ

とが考えられます。整理すると

cn+1 = 3cn + 2xn2 + (2y − 2x)n+ (2z − y − x)となります。

それぞれの係数を比較すると 2x = −4, 2y−2x = −4, 2z−y−x = −10

より x = −2, y = −4, z = −8がわかります。

したがって cn − 2n2 − 4n− 8 = (c1 − 2− 4− 8) · 3n−1 = 2 · 3n−1がわ

かります。

いずれの方法でも、cn = 2 · 3n−1 + 2n2 + 4n+ 8と求められます。
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第５問

(1) (i) 中点を表すベクトルの式から
−−→
OM =

1

2

(
a⃗+ b⃗

)
,
−→
ON =

1

2

(
c⃗+ d⃗

)
がわかります。

また、三角形OAB,OAC,OAD,OBC,OBDがすべて正三角形です

ので

a⃗ · b⃗, a⃗ · c⃗, a⃗ · d⃗, b⃗ · c⃗, b⃗ · d⃗はいずれも長さ 1の 2本でそれらのなす

角が 60◦ であるものの内積です。

ということでその値は 1 · 1 · cos 60◦ =
1

2
となります。

(ii) a⃗, b⃗, c⃗, d⃗を利用して
−→
OA ·

−→
CNを計算すると

−→
OA ·

−→
CN =

−→
OA ·

(−→
ON−

−→
OC

)
= a⃗ ·

{
1

2

(
c⃗+ d⃗

)
− c⃗

}
= a⃗ ·

(
1

2
d⃗− 1

2
c⃗

)
=

1

2
a⃗ · d⃗− 1

2
a⃗ · c⃗ = 0

となります。また
−→
ON = k

−−→
OMを代入すると

−→
OA ·

−→
CN =

−→
OA ·

(
k
−−→
OM−

−→
OC

)
= a⃗ ·

{
k

2

(
a⃗+ b⃗

)
− c⃗

}
=

k

2
|⃗a|2 + k

2
a⃗ · b⃗− a⃗ · c⃗ = 3

4
k − 1

2

と計算できます。両者が等しくなることから
3

4
k − 1

2
= 0となり

ますのでk =
2

3
がわかります。

(iii) 方針 1 を利用する場合、
−→
ON に等しい 2 種類の式を利用します。

(ii)より
−→
ON =

2

3

−−→
OMが得られましたので

1

2

(
c⃗+ d⃗

)
=

2

3
· 1
2

(
a⃗+ b⃗

)
がわかります。これを変形することで

d⃗ =
2

3
a⃗+

2

3
b⃗− c⃗が得られます。

方針 2を利用する場合、三角形OCDを考えます。̸ DON =
θ

2
で

すから

|
−→
ON| = cos

θ

2
です。倍角の公式 cos θ = 2 cos2

θ

2
− 1を利用するこ

とで

|
−→
ON|2 = cos2

θ

2
=

1

2
+

1

2
cos θがわかります。

(iv) 方針 1を利用するしたい場合

c⃗ · d⃗ =
2

3
a⃗ · c⃗+ 2

3
b⃗ · c⃗− |⃗c|2 = −1

3

と計算することで求められます。
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また、方針 2を利用したい場合

−−→
OM ·

−→
ON =

{
1

2

(
a⃗+ b⃗

)}
·
{
1

2

(
c⃗+ d⃗

)}
=

1

4
(⃗a · c⃗+ a⃗ · d⃗+ b⃗ · c⃗+ b⃗ · d⃗) = 1

2∣∣∣−−→OM
∣∣∣2 =

∣∣∣∣12 (
a⃗+ b⃗

)∣∣∣∣2 =
1

4
(|⃗a|2 + |⃗b|2 + 2a⃗ · b⃗) = 3

4

を計算して
(−−→
OM ·

−→
ON

)2

=
1

4
、
∣∣∣−−→OM

∣∣∣2 ∣∣∣−→ON
∣∣∣2 =

3

4

(
1

2
+

1

2
cos θ

)
を比較することで求められます。

いずれの場合でも、cos θ = −1

3
と求められます。

(2) (i) 三角形 OAC,OAD,OBC,OBDはこちらでも正三角形ですので

a⃗ · c⃗ = a⃗ · d⃗ = b⃗ · c⃗ = b⃗ · d⃗ =
1

2
はこちらでも成り立ちます。という

ことで ABの中点をM,CDの中点を Nとすると
−−→
OM ·

−→
ON =

1

2
は

ここでも成り立ちます。

また (1)の方針 2における
∣∣∣−→ON

∣∣∣2 はここでも使うことができ、∣∣∣−−→OM
∣∣∣2 =

1

2
+

1

2
cosα,

∣∣∣−→ON
∣∣∣2 =

1

2
+

1

2
cosβ が成り立ちます。

方針 2で考えていた等式
(−−→
OM ·

−→
ON

)2

=
∣∣∣−−→OM

∣∣∣2 ∣∣∣−→ON
∣∣∣2 にこれら

を代入すると
1

4
=

(
1

2
+

1

2
cosα

)(
1

2
+

1

2
cosβ

)
が成り立ちますので、選択肢

でみたす関係式は

1:(1 + cosα)(1 + cosβ) = 1となります。

(ii) α = β のとき関係式にこれを代入することで (1 + cosα)2 = 1が

わかります。

1 + cosαがとりうる値は 0以上 2以下ですから 1 + cosα = 1と

なり、これより cosα = 0がわかりα = 90◦がわかります。

このとき d⃗ = sa⃗ + t⃗b + uc⃗とおき内積で関係式を作ることを考え

ます。

a⃗ · b⃗ = c⃗ · d⃗ = cosα = 0となりますので d⃗ · a⃗, d⃗ · b⃗, d⃗ · c⃗を考えるこ
とで
1

2
= s+

1

2
u,

1

2
= t+

1

2
u, 0 =

1

2
s+

1

2
t+ uがわかります。

これらより s = 1, t = 1, u = −1となりすなわち d⃗ = a⃗+ b⃗− c⃗が

わかります。

a⃗, b⃗, c⃗の係数の和が 1になりましたのでDは1:平面 ABC上にある

ことがわかります。
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所感

今回も問題量が多く圧倒される内容でした。

第１問

小問３種が集まりました。

[1]

三角関数をもとにした問題です。

(1)の Pの座標はほとんど定義ですので絶対に落としたくないところです。

(2)は見やすい関数に変形して導いていきましょう。

[2]

整式の微積分に関する問題です。

(1)(2)は与えられた条件から関係式や性質を導いていけば解けるでしょう。

(3)はグラフを思い浮かべてれば難しくはないと思います。

[3]

指数対数を用いた問題です。

40代以上なら使ったこともあるかもしれない対数定規がもとになっています。

知らないとかなり苦戦する問題といえそうです。

第２問

時間がかかる小問２種が用意されました。

[1]

線形計画法をもとにした問題です。

(1)は (i)をもとに条件をみたす領域を考えれば難しくないです。

(2)も条件を見ながら領域を作っていけばいけるでしょう。
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[2]

図形と式をもとにした問題です。

(1)はMの軌跡を考えることになりますが (iii)は考える状況が多く手ごわい

です。

(2)はこの共通テストが実施されるであろう年に行われる東京オリンピックに

かけた問題のようです。いろいろ考えるより直感で解くのがよさそうです。

第３問

統計に関する問題です。

(1)は二項分布を応用した計算です。割合で出す計算は戸惑いそうです。

(2)は標本平均に関する問題です。(ii)の選択は読解力を要するので手間がか

かります。

(3)は推定に関する問題です。正しく理解していないと答えられない問題が

そろっています。

第４問

数列に関する問題です。対話形式で進んでいきます。

(1)(2)は解き方も出ているのでやりやすいでしょう。

(3)はちょっとした発想が必要ですが慣れればいけるでしょう。

(5)が本題です。ここまでの対話からやりかたを見出して解いていきましょう。

第５問

空間ベクトルを利用した問題です。

(1)では正三角形 6枚で構成された立体で考えていきます。(i)は中点や正三

角形を利用して内積や等式を導きましょう。(ii)はうまくベクトルの等式を

変形できるかがものをいいます。(iii)の２つの方針は図形や三角関数を思い

浮かべながら解くことになります。方針が２つ示されているので両方試せば

検算も可能です。

(2)は (1)で考えた立体から面を 2枚除いたものを考えています。(1)で得ら

れた性質のうちこちらでも成り立つものを判断して解き進めましょう。

なお、(1)(2)で記述されている「O、線分 ABの中点、線分 CDの中点が同

一直線上にある」という事実は以下のように導くことができます。

• 三角形OAB,CAB,DABはいずれも底辺をABとする二等辺三角形なの

で、OM,CM,DMはいずれも辺 ABに垂直

• したがって O,C,Dは辺 ABの中点で垂直に交わる平面上にくる
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• また、三角形OCM,ODMはMC=MD=MOでありOC=ODなので合

同な三角形であり、これより ̸ MOC = ̸ MODがわかる

• 三角形 OCDは OC=ODの二等辺三角形なので ̸ NOC = ̸ NODがわ

かる

• ̸ NOC = ̸ MOC, ̸ NOD = ̸ MODとO,N,Mが同一平面上にくること

からこの 3点が同一直線上にくることがわかる
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